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豚熱 100 例目調査報告・疫学検討結果 

 

群馬県で確認された国内 100 例目の豚熱発生事例について、農場へのウイルス侵入要因

等を検討した。 

 

１．発生の概要 

【100例目】 

（１）農場概要 

所在地：群馬県桐生市 

飼養状況：一貫農場（飼養頭数：約 5,900頭） 

発生日：令和７年 10月２日 

 

（２）発生農場見取図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○：飼料タンク   
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（３）経緯 

令和元年 

10月15日 

 

群馬県を豚熱ワクチン接種推奨地域に設定。 

令和３年 

８月７日 

 

前経営体にて豚熱発生（国内71例目）。 

令和４年 

４月 

 

現経営体にて経営再開。 

令和５年 

５月 

 

14日齢と30日齢の計２回の豚熱ワクチン接種を開始。 

令和７年 

９月28日 

 

離乳豚舎２号豚室で発育不良による死亡が確認され、普段と異な

る死に方であった。 

９月29日 ３号豚室で２頭が発育不良、削痩、下痢の症状を呈していたとの

こと。 

２頭のうち１頭は元気消失しているが発熱はなく、もう１頭は呼

吸器症状とそれに付随するチアノーゼにより PRRSを疑ったとのこ

と。死亡の増加は見られなかった。 

10月１日 管理獣医師が９月29日に症状を呈した２頭以外の１頭（３号豚

室）を解剖したところ、内臓に出血傾向が認められたため、豚熱

を疑い、通報。 

10月２日 農研機構動物衛生研究部門での検査の結果、豚熱の患畜と判定。 

10月３日 現地調査時、発生のあった豚室（２号、３号）の殺処分は終了し

ていたが、隣接する部屋の30日齢前後の離乳豚では体表の発赤が

認められ、発熱が疑われた。 
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（４）死亡頭数の推移 
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（５）検査結果 
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２．ウイルスの侵入要因 

本発生事例のウイルスについて、これまでの発生農場と感染野生イノシシに由来する

ウイルスの全ゲノム情報を比較したところ、当該農場からおよそ６km 離れた地点で令和

４年 11 月に確認された野生イノシシから検出されていたものが最も近縁であったこと

から、農場周辺の野生イノシシ由来のウイルスが何らかの要因で農場内に侵入したこと

によるものと考えられた。一方、当該農場では令和３年８月にも感染が確認されている

（国内 71例目、当時と経営体は変わっている）が、この際に当該農場から得られたウイ

ルスと今回のウイルスの遺伝子は大きく異なっており、今回の発生は、前回の発生時の

ウイルスが農場内に残っていたことによるものではないと考えられた。 

また、この事例については、離乳豚舎のみで感染が認められたが、母豚の抗体価の検査

結果により、母豚がウイルスに暴露された可能性が示唆されることから、分娩舎にウイ

ルスが最初に侵入し、感染した哺乳豚が離乳豚舎に移動後発生が顕在化した可能性もあ

る。 

ただし、当該農場ではワクチン接種が行われており、ほとんどの飼養豚はウイルスに

暴露されても感染しなかったと考えられることから、飼養個体の検査結果から感染時期

を特定して推定することは困難であることに注意が必要である。 


